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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水、水分散性樹脂、色材、並びに、アセチレングリコール系界面活性剤及びシリコーン
系界面活性剤から選ばれる少なくとも１種の界面活性剤を含む、調湿基材用水性インクジ
ェットインクであって、前記調湿基材は、ＪＩＳ Ａ １４７０－１（２００２）に従って
測定される３時間後の吸湿量が１５ｇ／ｍ２より多いものである、調湿基材用水性インク
ジェットインク。
【請求項２】
　前記水分散性樹脂の、動的光散乱法により測定されるメジアン径が３００ｎｍ以下であ
る、請求項１記載の調湿基材用水性インクジェットインク。
【請求項３】
　水、水分散性樹脂、及び動的光散乱法により測定されるメジアン径が３００ｎｍ以下の
無機粒子を含む調湿基剤用表面処理液により表面処理された調湿基材の加飾に用いられる
、請求項１又は２記載の調湿基材用水性インクジェットインク。
【請求項４】
　調湿基材の表面に、請求項１～３のいずれか１項記載の調湿基材用水性インクジェット
インクを用いたインクジェット印刷を行う工程を含む、加飾された調湿基材の製造方法。
【請求項５】
　前記インクジェット印刷工程の前に、水、水分散性樹脂、及び動的光散乱法により測定
されるメジアン径が３００ｎｍ以下の無機粒子を含む調湿基材用表面処理液を、前記調湿
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基材の表面に付着させる表面処理工程を含む、請求項４記載の製造方法。
【請求項６】
　前記無機粒子は、動的光散乱法により測定されるメジアン径が４０ｎｍ以上３００ｎｍ
以下の第一の微粒子と動的光散乱法により測定されるメジアン径が４０ｎｍ未満の第二の
微粒子との混合物である、請求項５記載の製造方法。
【請求項７】
　前記表面処理液の水分散性樹脂の、動的光散乱法により測定されるメジアン径が４０ｎ
ｍよりも大きい、請求項５又は６記載の製造方法。
【請求項８】
　表面に、請求項１～３のいずれか１項記載の調湿基材用水性インクジェットインクを用
いて形成された加飾部を備え、ＪＩＳ Ａ １４７０－１（２００２）に従って測定される
３時間後の吸湿量が１５ｇ／ｍ２より多い、加飾された調湿基材。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、調湿建材等の素材として用いられる調湿基材の表面を加飾するた
めの水性インクジェットインク、及び該インクを用いて加飾された調湿基材とその製造方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　調湿建材は、多孔質材料から作製されているため、表面に多数の細孔を備え、この細孔
が吸放湿性を発揮することから、室内などの対象空間の湿度調整を行う機能を有する内装
用の建築材料である。
【０００３】
　調湿建材表示制度の下に、調湿建材判定基準に規定される所定の調湿性及びその他の要
件を満たす調湿建材は、一般社団法人日本建材・住宅設備産業協会に登録でき、登録した
調湿建材には、品質保証として所定の調湿建材マークを表示できる。調湿建材判定基準で
は、調湿性に関する登録要件として、吸放湿量（JIS A 1470-1：2002、調湿建材の吸放湿
性試験方法－第１部：湿度応答法－湿度変動による吸放湿試験方法）並びに平衡含水率（
即ち、含水率勾配及び平均平衡含水率）（JIS A 1475：2004、建築材料の平衡含水率測定
方法）が所定の水準をクリアすることが規定されている。
【０００４】
　また、調湿建材性能評価委員会が平成１８年３月に取りまとめた調湿建材の調湿性能評
価基準では、上記吸放湿量及び平衡含水率に応じて、調湿建材を下記表１の３つの等級に
分類している。ここで、１級は調湿建材として最低限有するべき性能を満たすもの、３級
は調湿建材として優れた性能を有するもの、２級は１級と３級の中間の性能を有するもの
とされている。なお、調湿建材の調湿性能評価基準は、一般財団法人 建材試験センター
のホームページ（http://www.jtccm.or.jp/main_services/seino/seino_jigyou_cyositu.
html）に掲載されており、吸放湿性については、相対湿度５０～７５％の吸湿量が下記表
１の数値を上回るものであって、放湿量は、１２時間後において１２時間の吸湿量のおお
むね７０％以上であることが規定され、平衡含水率は、吸湿過程の平衡含水率（容積基準
質量含水率）の値が下記表１の数値を上回るものであることが規定されている。
【０００５】



(3) JP 6507021 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

【表１】

【０００６】
　調湿建材としては、各種多孔質材料から作製されたものが知られており、例えば、ケイ
酸カルシウムに未膨張バーミキュライトを配合して成る調湿建材として、三菱マテリアル
建材(株)のモイス（商品名）、大建工業（株）のさらりあーと（商品名）、(株)LIXIL（I
NAX）のエコカラット（商品名）、名古屋モザイク（株）のエージプラス（商品名）、セ
キスイボード（株）のガウディア（商品名）、ニッコー（株）のムッシュ（商品名）があ
る。
【０００７】
　調湿建材を内装材として使用する場合、調湿建材の表面を加飾して意匠性を高めること
が望まれ、調湿建材の加飾方法が従来から提案されている。
　特開２００３－１４６７７５号公報（特許文献１）には、ケイ酸カルシウムに未膨張バ
ーミキュライトを配合して成る調湿建材の表面に焼付け処理をすることで、意匠性に優れ
た建材を得る技術が記載されている。
　特開２０１１－２６８７１号公報（特許文献２）には、調湿建材の表面に紫外線硬化型
インクを用いてインクジェット記録手段により画像を形成して加飾する技術が記載されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－１４６７７５号公報
【特許文献２】特開２０１１－２６８７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１の技術は、焼付け処理のために調湿建材の表面を高温で加熱
する必要があり、その結果、建材に内添されている成分が炭化して黒くなることがあるの
で、色表現と画像表現に乏しく、フルカラー画像を表現することは困難である。
【００１０】
　特許文献２の技術では、紫外線硬化型インクが付着した部分は調湿性能が低下するため
、画像面積を多孔質基材の表面積の１／３以下にせざるを得ない。通常、調湿建材はその
複数枚を並べて施工されるが、画像面積に制限があると複数の調湿建材にまたがった絵柄
を表現することが非常に困難となる。更に、調湿建材内部には未硬化の紫外線硬化型イン
クが残存する可能性が高く、内装材としての安全性に問題が生じ、人体への悪影響も懸念
される。また、調湿建材として用いられる調湿性能を有する材料は、建材としてだけでな
く、コースターや足ふきマットなどにも利用されることがあり、加飾部分には、様々な物
品の使用において、実使用上問題のないレベルの耐水擦過性が求められる。
【００１１】
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　このように、従来は、調湿性能を損なうことなく、調湿建材の表面に耐水擦過性に優れ
た画像を高品位に形成することが困難であった。
　そこで、本発明は、調湿建材等に用いられる調湿基材の調湿性能を損なうことなく、調
湿基材の表面に耐水擦過性に優れた画像を高品位に形成することができるインクを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一実施形態によれば、水、水分散性樹脂、色材、並びに、アセチレングリコー
ル系界面活性剤及びシリコーン系界面活性剤から選ばれる少なくとも１種の界面活性剤を
含む、調湿基材用水性インクジェットインクが提供される。
【００１３】
　本発明の別の実施形態によれば、調湿基材の表面に、上記実施形態の調湿基材用水性イ
ンクジェットインクを用いたインクジェット印刷を行う工程を含む、加飾された調湿基材
の製造方法が提供される。
【００１４】
　本発明の別の実施形態によれば、表面に、上記実施形態の調湿基材用水性インクジェッ
トインクを用いて形成された加飾部を備え、ＪＩＳ Ａ １４７０－１（２００２）に従っ
て測定される３時間後の吸湿量が１５ｇ／ｍ２より多い、加飾された調湿基材が提供され
る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の実施形態に係る調湿基材用インクによれば、インクが基材に吐出された際に、
溶媒である水が速やかに基材内部に浸透し、水分散性樹脂と色材を調湿基材の表面に良好
に定着させて、耐水擦過性を向上させることができる。また、特定の界面活性剤がインク
の保存安定性を高めるので、密封保管時だけではなく、プリンタ内部に導入した状態でも
長期にわたってインクの品質低下を抑制できる。その結果、非使用状態に置かれた期間が
あった場合でも、その後安定してヘッドからインクを吐出することができ、かつ、形成さ
れる加飾部の画質を高めることができる。さらに、インクの溶媒成分は水であるので安全
性が高く、水の揮発により調湿基材の細孔の閉塞が抑制される。その結果、本発明の実施
形態によれば、調湿基材の調湿機能を損なうことなく、耐水擦過性に優れた加飾画像を、
調湿基材表面に対し、広範囲にわたり高品位に形成することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を詳しく説明するが、本発明がこれらの実施形態に限定される
ことはなく、様々な修正や変更を加えてもよいことは言うまでもない。なお、本明細書に
おいて「重量」と「質量」は同じ意味で用いられるので、以下、「重量」に統一して記載
する。
　以下の記載において、水性インクジェットインクを単に「インク」又は「水性インク」
と記すことがあり、調湿基材を「多孔質基材」と記すことがある。
【００１７】
＜調湿基材＞
　調湿基材は、調湿機能を有する多孔質基材であり、表面及び内部に多数の細孔を備え、
この細孔が吸放湿性を発揮するものであれば、特に限定されない。多孔質基材の形状は通
常、ボード状すなわち板状であるが、これに限定されるものではない。
　多孔質基材の細孔の直径については、例えば、１～２００ｎｍあるいは１～１００ｎｍ
程度のものがあり、より詳細には、直径１～５０ｎｍのメソ孔と直径５０ｎｍ超（例えば
５０ｎｍ超２００ｎｍ以下又は５０ｎｍ超１００ｎｍ以下程度）のマクロ孔とを有するも
のがある。メソ孔の直径は、例えば水銀ポロシメーターによる水銀圧入法によって測定す
ることができる。
【００１８】
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　代表的な多孔質基材としては、ケイ酸カルシウム等の無機材料の硬化体であって、吸放
湿機能を有する無機粉体、例えば、ケイ酸質粉体、シリカゲル、珪藻土、活性白土、ゼオ
ライト、ベントナイト、モンモリロナイト、セピオライトなどを含有するものが挙げられ
、該硬化体を更に焼成されたものも含まれる。多孔質基材の具体例としては、調湿建材等
の材料として使用されているものが挙げられ、好ましくは、一般社団法人日本建材・住宅
設備産業協会に登録された調湿建材が挙げられる。すなわち、上記表１に示した調湿性性
能評価基準に合致した性能を有する、１級以上の調湿建材を好ましく使用することができ
る。例えば、上述のとおり、ＪＩＳ Ａ １４７０－１（２００２）に規定する３時間後の
吸湿量が１５ｇ／ｍ２より多い多孔質基材である。
【００１９】
　さらに具体的には、例えば、特開２００３－１４６７７５号公報に記載のような石膏、
ケイ酸カルシウム、セメント、スラグ石膏もしくは塩基性炭酸マグネシウムの一種以上か
ら選択される親水性素材を成形して得られる調湿建材、及び該親水性素材に膨張・剥離性
鉱物を配合した素材を成形して得られる調湿建材、特開２００２－４４４７号公報に記載
のような主成分が炭酸カルシウムと非晶質シリカである成形体を炭酸硬化反応によって製
造した調湿建材などが挙げられる。特に、特開２００３－１４６７７５号公報に記載のよ
うなケイ酸カルシウムに未膨張バーミキュライトを配合してなる素材を成形して得られる
調湿建材を、多孔質基材として好ましく使用できる。
【００２０】
＜調湿基材用水性インクジェットインク＞
　本発明の実施形態に係る水性インクは、上記調湿基材の表面を加飾するために用いられ
るものである。すなわち、調湿基材（例えば、調湿建材）に対し特に好ましく適用するた
めに調製されたインクであって、少なくとも水、水分散性樹脂、色材、及び界面活性剤を
含む。本明細書において、「加飾」は装飾と同義であって、印刷画像を形成することを意
味しており、「加飾された」とは印刷画像を有することを意味する。この加飾部分は、対
象物、すなわち調湿基材の全面であっても一部であってもよい。
【００２１】
　本実施形態のインクにより、調湿基材表面に、その調湿性能を損なうことなく、たとえ
ば調湿建材であれば加飾前と同一等級を維持して、少量の色材で鮮やかな画像を形成する
ことができる。画像の印刷領域が多孔質基材の全面にわたった場合でも、加飾前の調湿建
材の等級を維持することができる。また、画像の記録面積の制限がないため、様々な絵柄
や文字等を自由に表現することができる。
【００２２】
　水は、インクの溶媒、すなわちビヒクルとして機能するものであれば特に限定されず、
水道水、イオン交換水、脱イオン水等が使用できる。水は揮発性の高い溶媒であり、多孔
質基材に吐出された後、容易に蒸発するので、加飾後の多孔質基材の細孔が塞がれるのを
防止し、加飾された多孔質基材の調湿性能の低下を防止する作用を奏する。また、水は、
無害で安全性が高く、ＶＯＣのような問題が無いので、加飾された多孔質基材（加飾物品
）を環境にやさしいものとすることができる。
　インク中の水の含有量が多ければ多いほど、多孔質基材の調湿性能の低下を防止する効
果が高まるので、水は、インク全量の６０重量％以上であることが好ましく、６５重量％
以上であることがより好ましい。また、水の含有量は９５重量％以下であることが好まし
く、９０重量％以下であることがより好ましい。
【００２３】
　インクの溶媒は、必要に応じて、水以外に、水溶性有機溶剤を含んでもよい。水溶性有
機溶剤としては、室温で液体であり、水に溶解可能な有機化合物を使用することができ、
１気圧２０℃において同容量の水と均一に混合する水溶性有機溶剤を用いることが好まし
い。
　例えば、メタノール、エタノール、１－プロパノール、イソプロパノール、１－ブタノ
ール、２－ブタノール、イソブタノール、２－メチル－２－プロパノール等の低級アルコ
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ール類；エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、テトラ
エチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレング
リコール、トリプロピレングリコール、ポリプロピレングリコール等のグリコール類；グ
リセリン、ジグリセリン、トリグリセリン、ポリグリセリン等のグリセリン類；モノアセ
チン、ジアセチン、トリアセチン等のアセチン類；エチレングリコールモノメチルエーテ
ル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエーテル
、エチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、
ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノプロピルエーテル
、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレングリコールモノメチルエーテ
ル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、トリエチレングリコールモノプロピル
エーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリコールモノ
メチルエーテル、テトラエチレングリコールモノエチルエーテル、テトラエチレングリコ
ールジメチルエーテル、テトラエチレングリコールジエチルエーテル等のグリコールエー
テル類；トリエタノールアミン、１－メチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチル－２－
イミダゾリジノン、β－チオジグリコール、スルホラン等を用いることができる。これら
は、単独で使用してもよく、また、単一の相を形成する限り、２種以上混合して使用して
もよい。
　水溶性有機溶剤の含有量は、粘度調整と保湿効果の観点から、インク中に５０重量％以
下（あるいは、溶媒中に６０重量％以下）であることが好ましい。
【００２４】
　色材としては、顔料及び染料の何れも使用することができ、単独で使用しても両者を併
用してもよい。加飾画像の耐候性及び印刷濃度の点から、色材として顔料を使用すること
が好ましい。
　色材の含有量は、インク全量に対して０．０１～２０重量％の範囲であることが好まし
い。さらには、色材の含有量は０．１重量％以上であることがより好ましく、０．５重量
％以上であることがさらに好ましく、１重量％以上であることが一層好ましく、また、１
５重量％以下であることがより好ましく、１０重量％以下であることがさらに好ましく、
８重量％以下であることが一層好ましい。
【００２５】
　染料としては、印刷の技術分野で一般に用いられているものを使用でき、特に限定され
ない。具体的には、塩基性染料、酸性染料、直接染料、可溶性バット染料、酸性媒染染料
、媒染染料、反応染料、バット染料、硫化染料等が挙げられ、これらのうち、水溶性のも
の及び還元等により水溶性となるものが使用できる。より具体的には、アゾ染料、ローダ
ミン染料、メチン染料、アゾメチン染料、キサンテン染料、キノン染料、トリフェニルメ
タン染料、ジフェニルメタン染料、メチレンブルー等が挙げられる。これらの染料は単独
で用いてもよいし、２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００２６】
　顔料としては、アゾ顔料、フタロシアニン顔料、多環式顔料及び染付レーキ顔料等の有
機顔料並びに無機顔料を用いることができる。アゾ顔料としては、溶性アゾレーキ顔料、
不溶性アゾ顔料及び縮合アゾ顔料等が挙げられる。フタロシアニン顔料としては、金属フ
タロシアニン顔料及び無金属フタロシアニン顔料等が挙げられる。多環式顔料としては、
キナクリドン系顔料、ペリレン系顔料、ペリノン系顔料、イソインドリン系顔料、イソイ
ンドリノン系顔料、ジオキシサジン系顔料、チオインジゴ系顔料、アンスラキノン系顔料
、キノフタロン系顔料、金属錯体顔料及びジケトピロロピロール（ＤＰＰ）等が挙げられ
る。無機顔料としては、代表的にはカーボンブラック及び酸化チタン等が挙げられる。こ
れらの顔料は単独で用いてもよいし、２種以上組み合わせて用いてもよい。
【００２７】
　水分散性樹脂は、多孔質基材に色材を十分に定着させるために配合され、これにより、
少量の色材で高い着色性を得ることができる。
　水分散性樹脂としては、透明の塗膜を形成する樹脂を用いることが好ましい。また、水
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性インク中で粒子を形成可能な、すなわち水中油（Ｏ／Ｗ）型樹脂エマルションを形成可
能な樹脂を用いることが好ましく、樹脂エマルションとして配合することができる。
　代表的には、エチレン－塩化ビニル共重合樹脂、（メタ）アクリル樹脂、スチレン－無
水マレイン酸共重合体樹脂、ウレタン樹脂、酢酸ビニル－（メタ）アクリル共重合体樹脂
、酢酸ビニル－エチレン共重合体樹脂、及びそれらの樹脂エマルション等が挙げられる。
ここで、「（メタ）アクリル樹脂」は、アクリル樹脂とメタクリル樹脂の双方を示す。
【００２８】
　これらの水性樹脂又はそのエマルションのうち、インクジェットヘッドからの安定吐出
性能の観点、及び調湿建材等の多孔質基材の原料として使用されている珪藻土、バーミキ
ュライト、カオリナイト、石膏、タイルシャモット、消石灰、セラミック多孔質粉などの
無機多孔質材料に対する密着性の観点から、ガラス転移温度（Ｔｇ）が－３５～４０℃の
ウレタン樹脂（エマルション）を用いることが好ましい。かかる水性樹脂エマルションの
具体例としては、第一工業製薬（株）のスーパーフレックス４６０、４２０、４７０、４
６０Ｓ（カーボネート系ウレタン樹脂エマルション）、１５０ＨＳ（エステル・エーテル
系ウレタン樹脂エマルション）、７４０、８４０（芳香族イソシアネート系エステル系ウ
レタン樹脂エマルション）、ＤＳＭ社のＮｅｏＲｅｚ　Ｒ－９６６０、Ｒ－２１７０（脂
肪族ポリエステル系ウレタン樹脂エマルション）、ＮｅｏＲｅｚ　Ｒ－９６６、Ｒ－９６
７、Ｒ－６５０（脂肪族ポリエーテル系ウレタン樹脂エマルション）、Ｒ－９８６、Ｒ－
９６０３（脂肪族ポリカーボネート）などが挙げられる（いずれも商品名）。
【００２９】
　また、インクの各材料との相溶性が高くインクとしての安定性が良い、また安価であり
インクを低コストで設計可能であるという観点から、（メタ）アクリル樹脂又は（メタ）
アクリル樹脂共重合体を用いることも好ましい。具体的には、日本合成化学工業（株）の
モビニール９６６Ａ、６９６３、６９６０（アクリル樹脂エマルション）、６９６９Ｄ、
ＲＡ－０３３Ａ４（スチレン／アクリル樹脂エマルション）や、ＢＡＳＦ社のジョンクリ
ル７１００、ＰＤＸ－７３７０、ＰＤＸ－７３４１（スチレン／アクリル樹脂エマルショ
ン）、ＤＩＣ(株)のボンコートＥＣ－９０５ＥＦ、５４００ＥＦ、ＣＧ－８４００（アク
リル／スチレン系エマルション）などが挙げられる（いずれも商品名）。
　水分散性樹脂は、ウレタン樹脂、アクリル樹脂等の１種単独の樹脂（又はそのエマルシ
ョン）から構成されてもよいし、又は、複数種の樹脂（又はそれらのエマルション）を組
み合わせて構成されてもよい。
【００３０】
　水分散性樹脂は、インク中で粒子状である。この水分散性樹脂粒子の粒子径は、インク
ジェット印刷に適した大きさであれば良く、一般的には平均粒径で３００ｎｍ以下である
ことが好ましい。また、インクジェット印刷に適したこの程度の大きさであれば、多孔質
基材の細孔を完全に塞ぐことがなく、調湿性能を維持することができるので好ましい。こ
の調湿性能の維持のため、平均粒径のより好ましい値は２５０ｎｍ以下であり、さらに好
ましい値は２００ｎｍ以下であり、一層好ましい値は１５０ｎｍ以下であり、最も好まし
い値は９０ｎｍ以下である。さらに、色材として顔料を用いる場合は、顔料粒子同士の結
着性をより高める観点からは、水分散性樹脂粒子の粒径は、顔料の平均粒径（一般的には
８０～２００ｎｍ程度）よりも小さいことが好ましい。
【００３１】
　本明細書において、特に断らない限り、平均粒径は、動的光散乱法により測定した粒度
分布における体積基準の粒径値（メジアン径）である。動的光散乱式粒子径分布測定装置
としては、ナノ粒子解析装置ｎａｎｏ Ｐａｒｔｉｃａ　ＳＺ－１００（株式会社堀場製
作所）等を使用することができる。インク中又は後述する表面処理液中において、水分散
性樹脂粒子や無機粒子は、独立した微粒子の状態で存在する場合と、独立した微粒子が集
合した凝集体の状態で存在する場合とが考えられるが、動的光散乱法で測定されるメジア
ン径を「平均粒径」と位置づけることとする。
　平均粒径の下限値は、特に限定はされないが、インクの保存安定性の観点からは、５ｎ
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ｍ以上程度であることが好ましく、１０ｎｍ以上であることがより好ましい。
【００３２】
　なお、上記樹脂粒子の平均粒径は、インクを調製する前の原料エマルション状態で測定
することが、色材（顔料粒子）の影響を排除できることから好ましく、その測定値を本実
施形態の平均粒径とすることができる。
【００３３】
　インク中における水分散性樹脂の量（固形分量）は、色材と水分散性樹脂の比率（色材
：水分散性樹脂）で１：０．５～１：７（重量比）が好ましく、１：０．７５～１：５．
０がより好ましい。水分散性樹脂の含有量をこの範囲にすることで、多孔質基材の表面に
印刷された画像の耐水擦過性と高画質性を十分に確保することができる。色材１に対する
水分散性樹脂の比率が０．５より小さいと、顔料の定着性が悪くなる可能性があり、７よ
り大きいと、粘度が高くなり、インクを吐出するヘッドからインクを吐出できなくなる可
能性がある。
【００３４】
　界面活性剤は、水分散性樹脂（粒子）の凝集を抑制するために配合される。特に、水分
散性樹脂粒子の粒径が小さい場合には、保存環境の温度変化、又はインクヘの不純物混入
等の影響により、樹脂粒子同士、又は色材も取り込んだ樹脂粒子の凝集が生じて異物とな
り、インクの粘度低下による印刷画像の品質低下、及び該異物がインクジェットヘッド内
に付着・堆積することによる吐出不良を引き起こす可能性がある。
【００３５】
　本実施形態では、特定の界面活性剤、すなわちアセチレングリコール系界面活性剤及び
シリコーン系界面活性剤のうちの少なくとも一種を配合することにより、樹脂粒子の粒径
が小さい場合であっても、こうした樹脂粒子の凝集を効果的に抑制することができる。
　また、アセチレングリコール系界面活性剤及びシリコーン系界面活性剤は、多孔質基材
に対する良好な濡れ性をインクに与えるので、多孔質基材に高品質な画像形成を行うこと
ができる。
【００３６】
　アセチレングリコール系界面活性剤は、アセチレングリコール基を有する非イオン系界
面活性剤である。市販品として、アセチレングリコールであるサーフィノール１０４Ｅ、
１０４Ｈ、アセチレングリコールにエチレンオキサイドを付加した構造のサーフィノール
４２０、４４０、４６５、４８５等（エアープロダクツアンドケミカルズ社）、アセチレ
ングリコールのオルフィンＥ－１００４、Ｅ－１０１０、Ｅ－１０２０、ＰＤ－００２Ｗ
、ＰＤ－００４、ＥＸＰ．４００１、ＥＸＰ－４２００、ＥＸＰ－４１２３、ＥＸＰ－４
３００等（日信化学工業株式会社）、アセチレングリコールのアセチレノールＥ００、Ｅ
００Ｐ、アセチレングリコールのエチレンオキサイドを付加した構造のアセチレノールＥ
４０、Ｅ１００等（川研ファインケミカル株式会社）が挙げられる。
【００３７】
　本実施形態においては、特にインクの粘度低下の抑制、多孔質基材に対する高品質な画
像形成等の効果が高いことから、シリコーン系界面活性剤を用いることが一層好ましい。
シリコーン系界面活性剤は、非常に高い表面張力低下能と接触角低下能を持つため、多孔
質基材表面にインクが着弾した際の、基材内部へのインク溶媒の浸透速度を高くすること
ができると考えられる。その結果、インクの色材及び樹脂粒子は、インク溶媒から素速く
離脱して基材表面に留まり易くなるため、印刷濃度が高く、滲みが少ない画像が得られる
ものと考えられる。
【００３８】
　シリコーン系界面活性剤の具体的な例としては、ＢＹＫ－３０２、ＢＹＫ－３０７、　
ＢＹＫ－３２５、ＢＹＫ－３３１、ＢＹＫ－３３３、ＢＹＫ－３４２、ＢＹＫ－３４５／
３４６、ＢＹＫ－３４７、ＢＹＫ－３４８、ＢＹＫ－３４９、ＢＹＫ－３７８（いずれも
ビックケミー・ジャパン株式会社）、Ｌ－７００１、Ｌ－７００２、Ｌ－７６０４、ＦＺ
－２１０５、８０３２ ＡＤＤＩＴＩＶＥ（いずれも東レ・ダウコーニング株式会社）、
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ＫＦ－６０１１　ＫＦ－６０１１Ｐ　ＫＦ－６０１３　ＫＦ－６００４　ＫＦ－６０４３
（いずれも信越化学工業株式会社）、ディスパロンＡＱ－７１２０、ディスパロンＡＱ－
７１３０、ディスパロンＡＱ－７１８０（いずれも楠本化成株式会社）、シルフェイスＳ
ＡＧ５０３Ａ、シルフェイスＳＡＧ００１、シルフェイスＳＡＧ００２、シルフェイスＳ
ＡＧ００３、シルフェイスＳＡＧ００５、シルフェイスＳＡＧ００８（いずれも日信化学
工業株式会社）等を挙げることができる。
　シリコーン系界面活性剤の中でも特に、ポリエーテル変性シロキサン化合物が、インク
の保存安定性と多孔質基材への濡れ性の点から好ましい。シリコーン系界面活性剤のなか
でも、ポリエーテル変性シリコーン系界面活性剤、アルキル・アラルキル共変性シリコー
ン系界面活性剤、アクリルシリコーン系界面活性剤が好ましい。市販品では、上記「シル
フェイスＳＡＧシリーズ」を好ましく使用できる。
【００３９】
　界面活性剤は、アセチレングリコール系界面活性剤及びシリコーン系界面活性剤をいず
れかを単独で用いてもよいし、両者を組み合わせても良いし、あるいは、互いに相溶性が
良好なその他の界面活性剤を併用してもよい。その他の界面活性剤としては、アニオン性
界面活性剤（アルキル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エステ
ル塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩等）、非イオン性界面活性剤（ポリオキシエチレン
アルキルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、
ポリオキシエチレン脂肪酸エステル等）、フッ素系界面活性剤等が挙げられるが、これら
に限定されることはない。
　インク中の界面活性剤の量は、０．１重量％以上程度であることが好ましく、０．３重
量％以上であることがより好ましく、０．５重量％以上であることが一層好ましい、一方
、界面活性剤量は、５重量％以下程度であることが好ましく、４重量％以下であることが
より好ましく、３重量％以下であることが一層好ましい。
【００４０】
　インクには、インクの性状に悪影響を与えない限り、上記の成分以外に、例えば、保湿
剤、消泡剤、ｐＨ調整剤、酸化防止剤、防腐剤等の他の成分を添加できる。
【００４１】
　インクの製造方法は、特に限定されず、公知の方法により適宜製造することができる。
例えば、ビーズミル等の公知の分散機に全成分を一括又は分割して投入して分散させ、所
望により、メンブレンフィルター等の公知のろ過機を通すことにより調製できる。例えば
、予め水と色材の全量を均一に混合させた混合液を調製して分散機にて分散させた後、こ
の分散液に残りの成分を添加してろ過機を通すことにより調製することができる。
【００４２】
＜調湿基材用表面処理液＞
　上記インクは、より高画質な加飾部を得るために、特定の調湿基剤用表面処理液（以下
、単に「表面処理液」又は「処理液」とも記す。）と組み合わせて用いることが好ましい
。この表面処理液（あるいは前処理液）は、インクジェット印刷による加飾が行われる前
の調湿基材の表面に適用するためのものであり、少なくとも水、水分散性樹脂、及び平均
粒径が３００ｎｍ以下の無機粒子を含む。ここで、「適用」とは、塗布等の任意の手段に
より、表面処理液を付着させる意味である。なお、表面処理液を適用するための、加飾前
の調湿基材は、本実施形態の表面処理液による処理とは異なる別の処理が行われたもので
あってもよいし、この表面処理液の適用後であってインクによる画像形成の前に、任意の
別の処理を行うこともできる。
【００４３】
　調湿基材に予め、専用の表面処理液を付着させておくことにより、インクによる加飾部
の発色性、光沢性を高めることができる。特に、吸放湿量及び／又は平均含水率が低い多
孔質基材、例えば、調湿性が低くJIS A 1470-1（2002）及び／又はJIS A 1475（2004）に
規定される等級の低い調湿建材の場合、少ないインク量でも高い発色性を得ることは可能
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であるが、単位時間当たりのインク吐出量を多くするとインク溢れが発生し、画像の滲み
やインク溜りが生じやすくなる恐れがある。このインク溜りは、画像品位を低下させるこ
とに加えて、多孔質基材の細孔の一部を塞ぎ、調湿性能を低下させる原因ともなりうる。
このような場合には、印刷前に多孔質基材の表面に表面処理液を適用（前処理）して、乾
燥させておくことが好ましい。
【００４４】
　表面処理液において、水は、表面処理液の溶媒として機能するものであり、インクにつ
いて上記したことが、総て当てはまる。同様に、表面処理液の溶媒として、水に加えて上
記した水溶性有機溶剤を含んでもよい。
【００４５】
　無機粒子は、平均粒径（動的光散乱法により測定されるメジアン径）が３００ｎｍ以下
の微粒子であれば良く、その種類は特に限定されない。無機粒子の１次粒子径が３００ｎ
ｍを超えると、無機粒子が多孔質基材の表面に乗った状態となり、加飾画像の耐水擦過性
が低下し、また、表面処理部の透明性が低下するため表面処理部と非表面処理部の外観の
違いが目立つようになり、好ましくない。
　表面処理液中の無機粒子の量（固形分量）は、０．８重量％以上であることが好ましく
、１．３重量％以上であることがより好ましく、また、２０重量％以下であることが好ま
しく、１０重量％以下であることがより好ましい。
【００４６】
　無機粒子は、多孔質基材の大きな孔の一部を塞いで、その表面粗さＲａを小さくすると
ともに、インク中の成分が多孔質基材の孔に入り込むことを抑制することができるので、
表面処理を行わない場合に比べて、多孔質基材の表面が平滑となって、該表面に形成され
る画像のドットの均一性が良くなり、インクや表面処理液に含まれる樹脂のもつ光沢性を
良好に発現させることができるものと考えられる。一方で、多孔質基材の大きな孔の一部
を塞ぐだけであるので、調湿性を低下させることはない。なお、単に多孔質基材の表面を
研磨して表面粗さＲａ（算術平均粗さ）を小さくしても、表面処理により得られる効果に
相当する効果を得ることはできない。
【００４７】
　加飾画像の光沢性を一層向上させるために、前記無機粒子は、平均粒径４０ｎｍ以上３
００ｎｍ以下の第一の微粒子と、４０ｎｍ未満の第二の微粒子との混合物から構成される
ことが好ましい。このような混合物は、平均粒径が４０ｎｍ未満の領域と４０ｎｍ～３０
０ｎｍの領域でピークを有する２峰性の粒度分布を示す場合がある。
　第一の微粒子と第二の微粒子の合計１００重量％に対する第一の微粒子の配合比率は、
加飾部の光沢性の観点から、５～９５重量％が好ましく、１５～９５重量％がより好まし
く、５０～９５重量％が特に好ましい。
【００４８】
　無機粒子としては、シリカ微粒子、バーミキュライト、炭酸カルシウム、アルミナなど
が挙げられ、中でも、シリカ微粒が好ましい。また、タルク、珪藻土、炭酸カルシウム、
炭酸バリウム、硫酸バリウム、アルミナホワイト、シリカ、カオリン、マイカ、酸性白土
、活性白土、ベントナイト等の体質顔料を用いることも好ましい。これらの微粒子は、複
数種を組み合わせて使用することもできる。
【００４９】
　表面処理液において、水分散性樹脂は、上記無機粒子を多孔質基材に十分に定着させる
ために含有される。多孔質基材との密着性等が確保できれば特に限定されないが、具体的
には、上記インクについて述べた各種水分散性樹脂を使用することができる。複数の水分
散性樹脂を組み合わせて使用することもできる。
【００５０】
　表面処理液中における水分散性樹脂の配合量は、上記無機粒子と水分散性樹脂の比率（
上記無機粒子：水分散性樹脂）で１５：１～２５：１（重量比）が好ましい。水分散性樹
脂の量をこの範囲にすることで、多孔質基材に無機粒子を十分に定着させることができる
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。
【００５１】
　表面処理液中において、水分散性樹脂は粒子状で存在し、該粒子の平均粒径は、加飾し
ようとする多孔質基材のメソ孔の直径よりも大きいことが好ましく、具体的には、４０ｎ
ｍよりも大きいことが好ましく、４５ｎｍ以上であることがより好ましく、８０ｎｍ以上
であることがさらに好ましく、１５０ｎｍ以上であることが一層好ましい。また、その平
均粒径の上限値は、特に限定されないが、インクジェット印刷に適した大きさとして３０
０ｎｍ以下程度であることが好ましく、２５０ｎｍ以下であることがより好ましい。
　表面処理液に含まれる水分散性樹脂の量は、上記インク中における水分散性樹脂の量に
比べて少なくてよい。
【００５２】
　表面処理液には、表面処理液の性状に悪影響を与えない限り、上記成分以外に、例えば
、保湿剤、消泡剤、ｐＨ調整剤、酸化防止剤、防腐剤、界面活性剤等の他の成分を添加で
きる。
【００５３】
　表面処理液は、水、水分散性樹脂、及び無機粒子を、例えばビーズミル等の公知の分散
機に全成分を一括又は分割して投入して分散させ、所望により、メンブレンフィルター等
の公知のろ過機を通すことにより調製できる。例えば、予め水と上記無機粒子の全量を均
一に混合させた混合液を調製して分散機にて分散させた後、この分散液に残りの成分を添
加してろ過機を通すことにより調製することができる。
【００５４】
＜加飾された調湿基材の製造方法＞
　加飾された調湿基材（以下、「加飾物品」とも記す。）、すなわち調湿基材の表面に印
刷画像を備える物品の製造は、調湿基材の表面に、上記インクを用いたインクジェット印
刷方式により画像を印刷することにより行われる。
【００５５】
　インクジェット印刷を行う前に、多孔質基材の表面に上記専用の表面処理液を付着させ
て乾燥する、表面処理工程を行うことが好ましい。
　表面処理液の多孔質基材表面への付着は、刷毛、ローラー、バーコーター、エアナイフ
コーター、スプレーを使用して多孔質基材表面に一様に塗布することによって行ってもよ
いし、又は、インクジェット印刷、グラビア印刷、フレキソ印刷などの印刷手段によって
画像を印刷することで行ってもよい。すなわち、表面処理液は、多孔質基材表面の全面に
塗布されてもよいし、必要な箇所にのみ、例えば上記インクを用いたインクジェット印刷
が行われる箇所にのみ塗布されてもよい。
【００５６】
　表面処理液の塗工量（付着量）は、多孔質基材の吸放湿量及び平均含水率によって異な
るが、加飾画像の一定の発色及び光沢を達するためには、多孔質基材の吸放湿量及び平均
含水率が低いほど塗工量（固形分）を多くすることが好ましい。また、表面粗さＲａが１
５μｍ程度の多孔質基材の場合、表面処理後のＲａを好ましくは１０μｍ以下、より好ま
しくは８μｍ以下とするに十分な量の表面処理液を塗工すると、印刷された画像の発色性
及び光沢性が向上するので好ましい。
【００５７】
　表面処理液の好ましい塗工量は、上記のように多孔質基材の調湿性能により異なるため
一律に規定することはできないが、塗布面積あたりの固形分量として、例えば１級の調湿
建材の場合は１５ｇ／ｍ２～３０ｇ／ｍ２程度、２級の調湿建材の場合は５ｇ／ｍ２～１
５ｇ／ｍ２程度、３級の調湿建材の場合は、３ｇ／ｍ２～１０ｇ／ｍ２程度とすることが
できる。
【００５８】
　上記多孔質基材への水性インクを用いたインクジェット印刷は、一般的な記録ヘッドを
用いて行うことができ、印刷方式や使用する装置等に特に制限はない。印刷（加飾）後は
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、乾燥させることにより、多孔質基材の表面に、インクジェット印刷されたインクから水
及びその他の揮発性成分が揮発して、水分散性樹脂と色材から主として構成される画像を
備えてなる、調湿機能を有する加飾物品、例えば加飾建材が得られる。
【００５９】
　なお、表面処理前（表面処理を行わない場合は加飾前）に、多孔質基材表面を研磨する
などして表面を平滑化しておくと、印刷された画像の発色性及び光沢性が一層向上するの
で好ましい。具体的には、表面粗さＲａを１０μｍ以下程度にしておくことが好ましく、
より好ましくは８μｍ以下である。表面粗さＲａは、ＫＥＹＥＮＣＥ社のＬａｓｅｅｒ　
Ｓｃａｎｉｎｇ　Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｅ　ＶＫ－８７００などで測定が可能である。測定
の際には、多孔質基材の大きな凹凸、欠落部などの特異的な部分は除外してよい。
【００６０】
　また、表面処理するか否かに拘わらず、高品位の加飾画像を得るために、(i)インク滴
を小さくする、(ii)印刷速度を遅くする、(iii)片方向印刷をする、(iv)多孔質基材を温
めながら印刷する、(v)印刷解像度を低くする、又は、(vi)これらの方法を組み合わせて
印刷するなどの印刷条件を用いることが有効である。特に、吸放湿量及び／又は平均含水
率が低い多孔質基材、例えば、調湿性が低く、上記調湿建材の調湿性能評価基準に規定さ
れる等級の低い調湿建材（例えば、上記１級の調湿建材）の場合、表面処理をしないと画
像の滲みやインク溜りが生じやすいが、上記方法を採用することにより、表面処理をしな
くても画像の滲みやインク溜りを避けることができる。
【００６１】
　多孔質基材を温めながら印刷する上記印刷条件は、多孔質基材の性能に関わらず、少な
いインク量で高発色の画像を得ることが必要な場合、凹凸が多い多孔質基材やインクの吸
水性能が異なる複数の多孔質基材にまたがった絵柄を均一に印刷する場合の印刷条件とし
ても有効である。多孔質基材を温めながら印刷することで、インク中の水以外の成分であ
る顔料等の存在位置を多孔質基材の表面近くに形成させることが可能となるため、多孔質
基材の調湿性能や形状への影響が小さくなり、安定した画像を得ることが可能となる。
　印刷終了後に多孔質基材を加熱してもよく、インク中の水やその他の揮発性成分を完全
に揮発させ、インク中の色材を水分散性樹脂によって多孔質基材に定着させることができ
る。
　多孔質基材を温める方法は任意であり、加熱温度は、インクジェット印刷に用いるノズ
ルが乾燥し吐出が不安定にならない温度であれば特に限定されず、例えば５０～１００℃
の範囲で加熱できる。
【００６２】
　上記特開２００２－４４４７号公報に記載のような炭酸硬化反応によって製造される調
湿建材の場合、通常、素材混合→プレス成形→炭酸ガス硬化（発熱）→乾燥の工程で製造
され、加飾工程は、炭酸ガス硬化体に対して行われ、具体的には、炭酸ガス硬化体→加飾
印刷→加熱→自然冷却（完成）の工程で行われる。一実施形態において加飾は、かかる調
湿建材に対し、炭酸ガス硬化体に対して行うこともできるが、別の実施形態においては、
プレス成形された後の炭酸ガス硬化前の成形品に対しても加飾を行うことができる。後者
の場合、素材混合→プレス成形→加飾印刷→炭酸ガス硬化（発熱）→乾燥（完成）という
工程で加飾建材を製造することができるので、炭酸ガス硬化工程及び乾燥工程の熱を利用
してインクの水及びその他の揮発性成分を揮発させることができ、エネルギー消費を低く
抑えられるとともに、工程が短縮され、加飾前の在庫ストックが不要になるなどの利点が
生じる。
【００６３】
　以上の加飾を行うための装置は、特に限定されないが、例えば、調湿基材を載置するた
めの載置部と、調湿基材の表面にインクを吐出してインクジェット印刷するように配置さ
れたインクジェット記録ヘッドとを少なくとも備え、さらに好ましくは、調湿基材の表面
に表面処理液を塗布するための表面処理液塗布部、及び／又は、調湿基材を加熱するため
の加熱部を任意に備えた加飾装置を用いることができる。
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【００６４】
　より詳細には、加飾装置は、加飾しようとする画像の電子データ（各画素に対応する画
素値を備えるもの）を提供するための入力部（例えば、スキャナ）、多孔質基材の表面に
水性インクを吐出して画像を記録する記録ヘッド部、多孔質基材を載置した状態で記録ヘ
ッド部の下面に形成された吐出ノズルと対向する位置に多孔質基材を搬送する搬送部、及
び、多孔質基材が記録ヘッド部に至る前に、多孔質基材の表面に表面処理液を吐出して表
面処理液を多孔質基材上に塗布する表面処理液塗布部を備えることができる。さらに、印
刷中又は印刷前後の任意の段階で、多孔質基材上の加飾領域を加熱する加熱部（セラミッ
クヒーター等の各種ヒーター）を設け、吐出された表面処理液及び／又はインクの乾燥を
促進できるようにすることが好ましい。
【００６５】
＜加飾された調湿基材＞
　加飾された調湿基材（加飾物品）は、上述のインクを用いて形成された加飾部を備え、
ＪＩＳ Ａ １４７０－１（２００２）に従って測定される３時間後の吸湿量が１５ｇ／ｍ
２より多い調湿機能を有するものである。
　加飾物品は、例えば、好ましくは調湿建材であるが、建材以外にも、例えばコースター
、足ふきマット等であってもよい。
【００６６】
　インクジェット印刷により形成される画像は、先に専用の上記表面処理液により表面処
理された、つまり表面処理液が付着した多孔質基材の表面に形成されたものであることが
好ましい。
　画像の記録面積は、特に限定されず、任意の絵柄又は文字、あるいは絵柄と文字との組
合せ等を、自由に選択することができる。
【実施例】
【００６７】
　以下、本発明を実施例及び比較例に基づき詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例
のみに限定されるものではない。
【００６８】
＜水性インクの製造＞
　表２に記載の各成分を表２に示す割合でプレミックスし、その後、ホモジナイザーによ
り１分間分散し、得られた分散液を孔径３μｍのメンブレンフィルターに通過させて、イ
ンク１～１２を得た。界面活性剤を含まないインク１０、界面活性剤を含むがアセチレン
グリコール系・シリコーン系以外の界面活性剤であるインク１１、及び水分散性樹脂では
なく水溶性樹脂を含むインク１２は、いずれも比較例のインクである。
【００６９】
　表１記載の原材料の詳細は下記のとおりである。グリセリンは、和光純薬工業株式会社
製の試薬特級である。
　「ＢＯＮＪＥＴ　ＢＬＡＣＫ　ＣＷ－４」：オリヱント化学工業株式会社製、自己分散
カーボンブラック分散体
　「スーパーフレックス４２０」：第一工業製薬株式会社製、自己乳化型水系ウレタン樹
脂（平均粒径４７ｎｍ）
　「アデカボンタイターＨＵＸ３７０」：株式会社ＡＤＥＫＡ、自己乳化型水系ウレタン
樹脂（平均粒径１０ｎｍ）
　「スーパーフレックス４６０Ｓ」：第一工業製薬株式会社製、自己乳化型水系ウレタン
樹脂（平均粒径５６ｎｍ）
　「スーパーフレックス１５０ＨＳ」：第一工業製薬株式会社製、自己乳化型水系ウレタ
ン樹脂（平均粒径８３ｎｍ）
　「モビニール９６６Ａ」：日本合成化学工業株式会社製、アニオン性水系アクリル樹脂
エマルション（平均粒径１７０ｎｍ）
　「ＰＶＡ２０３　１０％水溶液」：株式会社クラレ製、ポリビニルアルコール樹脂
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　「サーフィノール４６５」：日信化学工業株式会社製、アセチレングリコール系界面活
性剤
　「シルフェイスＳＡＧ５０３Ａ」：日信化学工業株式会社製、シリコーン系界面活性剤
　「シルフェイスＳＡＧ００２」：日信化学工業株式会社製、シリコーン系界面活性剤
　「ディスパロンＡＱ－７１３０」：楠本化成株式会社製、アクリルシリコーン系界面活
性剤
　「ニューコール５６６」：日本乳化剤株式会社製、ポリオキシエチレンノニルフェニル
エーテル界面活性剤
　なお、樹脂の平均粒径は、動的光散乱式粒子径分布測定装置「ナノ粒子解析装置ｎａｎ
ｏ Ｐｒｔｉｃａ ＳＺ－１００」（株式会社堀場製作所製）を用いて、各樹脂分散液を粒
子濃度０．５質量％となるように精製水で希釈して、分散媒屈折率：１．３３３、試料屈
折率：１．６００、演算条件：多分散・ナローの設定で、温度２５℃で測定した体積基準
のメジアン径である。
　下記の表２において、「固形分／不揮発分」の欄の各数値は、界面活性剤に対しては「
不揮発分」、その他の成分に対しては「固形分」を示す。
【００７０】
【表２】

【００７１】
＜表面処理液の製造＞
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　表３に記載の各成分を表３に示す割合でプレミックスした後、超音波分散機により１分
間分散し、表面処理液１及び２を得た。
　表３記載の原材料の詳細は下記のとおりである。
　「アエロジルＯＸ－５０」：日本アエロジル株式会社製、親水性ヒュームドシリカ（１
次粒子径４０ｎｍ）
　「スノーテックスＭＰ－２０４０」：日産化学社製コロイダルシリカ（１次粒子径１７
０～２３０ｎｍ、４０％分散液）
　「スノーテックス３０」：日産化学社製コロイダルシリカ（１次粒子径１０～１５ｎｍ
、３０％分散液）
　「スミエリート１０１０」：住化ケムテックス社製、エチレン－塩化ビニル共重合樹脂
エマルション（平均粒径２００ｎｍ）
【００７２】
【表３】

【００７３】
＜実施例、比較例＞
　インク１～１２を市販のインクジェットプリンタ（マスターマインド社製、ＭＭＰ８４
５Ｈ）に導入し、ベタ及び文字・細線のモノクロ画像を、三菱マテリアル建材(株)の調湿
建材「モイス」（商品名、調湿性能評価基準の吸放湿量と平衡含水率が共に３級）に印刷
した。印刷終了後、７０℃のシートヒーター上で１３０秒加熱した後、以下の評価を行っ
た。また、表面処理をする場合（実施例１と比較例１以外）には、表面処理液１又は２を
、市販のエアスプレーによりモイス全面に、ウェット塗布量で７８ｇ／ｍ２（固形分量で
約６．２ｇ／ｍ２）塗布し、７０℃のシートヒーター上で１３０秒加熱した後、上記方法
で印刷を行うようにした。
　比較例１のＵＶインクは、ローランド　ディー．ジー．社製ＵＶプリンターＶｅｒｓａ
ＵＶ　ＬＥＦ－１２用のＥＣＯ－ＵＶインクであり、同プリンターでモイスに印刷したの
ち、プリンターに内蔵されているＵＶ－ＬＥＤランプで紫外線硬化させた。
【００７４】
　各試験を次のように行い、その評価基準を表４に示す。また、評価結果を表５に示す。
　インクの保存安定性は、インクをスクリュー管に入れて蓋をし、７０℃の恒温槽に２週
間保存した後のインクの、保存前後の粘度変化により評価した。インク粘度は、ストレス
制御型レオメーターＡＲ－Ｇ２（ＴＡインストルメンツ社製）、直径４０ｍｍ・角度１°
のコーンを用いて測定した、温度２３℃における値である。
　吐出安定性は、連続及び断続的な吐出を行い、その吐出性により評価した。
　客観的視覚評価は、目視観察により行った。
　６０°光沢度（加飾部）は、調湿建材に印刷されたベタ画像の表面６０°光沢度を、コ
ニカミノルタ株式会社製「Multi-Gloss268」（商品名）で測定した。
　調湿建材の性能評価は、ベタ画像印刷後の調湿建材のJIS A 1470-1の吸放湿量及びJIS 
A 1475の平衡含水率を測定することで評価した。
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　画像の耐水擦過性は、印刷されたベタ画像を濡れたスポンジで擦って評価した。
【００７５】
【表４】

 
【００７６】
【表５】
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【００７７】
　実施例では、調湿建材の調湿性能を損なうことなく、つまり同一等級を維持して、高品
位で耐水擦過性に優れた画像を調湿建材に形成することができた。特に、表面処理液を用
いた前処理を行うことにより、光沢度を含めた画像の視覚評価が向上した。
　一方、従来の紫外線硬化型（ＵＶ）インクを使用した比較例１では、画像の品位が劣る
だけでなく、調湿建材の調湿性能及び画像の耐水擦過性が悪化した。
　水分散性樹脂の代わりに水溶性樹脂を含有する水性インクを使用した比較例４では、画
像の視覚的評価と耐水擦過性が悪化した。
　比較例２と３では、界面活性剤を含まないか又は種類の異なる界面活性剤を含むインク
を用いたため、水分散性樹脂粒子の凝集を抑制することができず、インクの保存安定性と
吐出安定性の少なくとも一方が不良であり、その後の画像形成を行うことができなかった
。
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